
中学校理科における放射線教育
〜⾒通しをもって実社会における
放射線の扱いを考えるために（２）〜
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2023年3⽉5⽇（⽇）全国研修会



１ エネルギー環境教育を推進する会
について

• 理科教育の中で中学校3年間から⾼等
学校での学習のつながりを意識した放
射線学習

• 放射線教育を軸としたカリキュラム
開発

• ⾼レベル放射性廃棄物の処分問題



放射線・地層処分を⾃分ごととして
考えることのできる⽣徒の育成

放射線への理解
段階的に

地層処分の学習へ
中⾼接続

カリキュラム・マ
ネジメント



2)学会発表について
①⽇本エネルギー環境教育学会全国⼤会（2022.7.31）

・中学校理科における放射線教育（１）

−⾒通しをもって実社会における放射線の扱いを考えるために−

②みんなのくらしと放射線展（2022.9.18）

これまでの研究の成果を発表



１）エネルギー環境教育を推進する会の⽬的・活動紹介

２）学習指導計画（放射線について）の実践報告を踏まえた提案

３）中学校３年間を⾒通した放射線指導の計画

４）中⾼接続について

５）教材（簡易霧箱）紹介、観察

６）放射線出前授業

７）教材貸し出しについて

８）質疑応答・まとめ

３）広報活動
①⼭⼝県周南市教員研修会(2022.8.3)



３）広報活動
①⼭⼝県周南市教員研修会(2022.8.3)



３）広報活動
②サイエンスカフェオンライン2023.1.8)

議題を以下の３点に絞って、参加者全員で話し合いました。

• １）放射線教育の必要性について

• ２）授業をするうえで⼯夫していることやアイデア

• ３）授業をするうえで困っていること、相談したいこと



３）広報活動
②サイエンスカフェオンライン2023.1.8)



４．カリキュラム・マネジメント

段階的に放射線を軸としたカリキュラム・マネジメントを実施

放射線や地層処分について課題意識をもち、⾃分のこととして考えることがで
きる⽣徒の育成を⽬指す。

最終的には、理科だけではなく、社会、技術・家庭、総合的な学習の時間と関
連付け、総合的な視点で放射線や地層処分について捉える。

⾼等学校への接続



学年 単元名 領域 放射線・地層処分と学習内容との関連

第１学年

いろいろな⽣物とそ
の共通点

⽣命 動物の分類（背⾻の存在を⽰すレントゲン写真）

光 エネルギー 光の⾊（γ線，電磁波）

⼤地の成り⽴ち
と変化 地球

地層と化⽯（化⽯の年代測定）
⼤地の成り⽴ちと変化（原⼦⼒発電，⾼レベル放射性廃棄物の
存在，科学的特性マップ）

第２学年
化学変化と原⼦・

分⼦
粒⼦ 原⼦・分⼦・周期表（放射性物質の存在）

電流 エネルギー 放射線の利⽤

第３学年

⽣命の連続性 ⽣命 遺伝⼦の本体（突然変異処理）
化学変化とイオ

ン 粒⼦ 電⼦配置

地球と宇宙 地球 太陽系と恒星（宇宙線，核融合）

科学技術と⼈間 エネルギー
エネルギーとエネルギー資源（放射線，原⼦⼒発電，地層処
分）

【視点】 放射
線に触れ、知る、
気づく

【視点】 学習
を振り返り、放
射線や地層処分
について⾃分の
考えをもつ

【視点】 放射
線について理解
を深める

中学校３年間の放射線・地層処分を軸とした指導計画



中学校３年間での学年のつながりを意識した
放射線学習

11

1学年 2学年 3学年

放射線の性質と利⽤について

・エネルギー資源の⼀つと
しての扱い
・原⼦⼒発電でのウランな
どの核燃料からエネルギー
を取り出していること
・核燃料は放射線を出して
いること

・放射線は⾃然界にも存在していること
・放射線は透過性をもち、医療や製造業などで利⽤されていること



中学校３年間での領域のつながりを意識した
放射線学習

12

1学年 2学年 3学年

物理領域 電子
化学領域（粒子原子、分子）

化学領域（⽔溶液とイオン）
物理領域
エネルギー
エネルギーとエネルギー資源 放射線

生物領域
地学領域



中学校と高等学校の学習を
関連付ける

らせん階段のように 聞いたこと
がある

ハーシーとチェイスの実験
放射性同位体



光について
X線、ガンマ線 動物のなかま分け

X線写真
セキツイ動物、無セキツイ動物

【理科・理数編】高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説
14



【理科・理数編】高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説

地層の重なりと過去の様⼦
⽕⼭と地震
化⽯ 年代測定
⽕成岩 マグマ
断層 しゅう曲

高レベル放射性廃棄物

高レベル放射性廃棄物

太陽系と恒星
宇宙線 核融合

15



【理科・理数編】高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説

物質の成り⽴ち
原⼦・分⼦ 周期表

高レベル放射性廃棄物

イオン
電⼦配置

16



中学校第2学年
電⼦の発⾒と放射線の指導計画について

• 教材借⽤型
らでぃ
令和3年度「放射線に関する教職員研修
及び出前授業」
公益財団法⼈⽇本科学技術振興財団

• ゲストティーチャー型
ＮＵＭＯ（原⼦⼒発電環境整備機
構）の出前授業

時 テーマ
１ 静電気と⼒
２ 静電気と放電

３ 電流と粒⼦（電⼦）

４ 放射線の発⾒

５ 放射線の性質と利⽤

時 テーマ ねらい

４放射線の発⾒
・真空放電との関連で放射線が
発⾒された歴史を知る。
・放射線の性質を理解している。
・放射線の利⽤について知る。

５放射線の性質と利⽤
放射線の種類と性質の知識を基
に、放射線の利⽤例について説
明できる。



教材借⽤型
らでぃ 令和3年度「放射線に関する教職員研修及び出前授業」公益財団法⼈⽇本科学技術振興財団

時間 具体的な学習活動 指導上の留意点・配慮事項・評
価 準備物

導⼊
１０分

〇本時の⽬標を知る ・静電気，陰極線の発⾒の歴史
を振り返る。

前回のワーク
シート
本時のワーク
シート

展開
２０分

１５分

〇放射線の発⾒の歴史を知
る。

〇放射線の性質について，
資料と講話から確認をする。

〇放射線防護の3原則を知る。

〇霧箱で放射線の⾶しょう
跡をみる。

〇放射線を測定する。

・静電気，陰極線の発⾒の歴史
と関連付けて，科学者と共に説
明する
・放射線の種類について，性質
と関連付けて説明する。

・放射線防護の3原則の資料と，
病院でのX線の撮影の例をあげ
て説明する。
・霧箱を使って観察する。⾃然
放射線について説明する。
・ガンマ線を測定器で計測する。
バックグラウンドの値について
説明する。
・放射線物質と放射能の⽤語を
確認する。

・パワーポイ
ントスライド

・霧箱
・ガンマ線の
測定器
・⾃然放射線，
⼈⼯放射線に
ついて⽐較で
きる資料

まとめ
５分

〇放射線の特徴まとめる。

〇地層処分について知る。

〇次回までの調べ学習とし
て，「放射線の利⽤につい
て」を記録する。

・放射線の性質について，ワー
クシートの記述から，理解の評
価をおこなう。
・⾼レベル放射性廃棄物の処分
について放射線防護の3原則を
基に，事業の概要を紹介する。

・特徴を⽰す
資料

・防護の3原
則を⽰す資料
・地層処分の
概要を⽰す資
料

時間 具体的な学習活動 指導上の留意点・配慮
事項・評価 準備物

導⼊
５分

〇本時の⽬標を知る ・放射線の種類と性質
・放射線防護の3原則を
確認する。

前回のワークシー
ト
本時のワークシー
ト

展開
２０分

１５分

〇放射線の⼤きさの測定
・花こう岩，湯の華，カリ肥
料，塩化カリウムを使ってガ
ンマ線の測定を⾏う。

〇遮蔽実験、距離との関係

〇利⽤例をグループで発表す
る。（ロイロノートを使い共
有できるようにする）

・バックグラウンドの
値と単位を確認する。

・距離の違い，遮蔽
（プラスチック，鉄，
鉛）の違いで，放射線
の値が違うことを確認
する。
・放射線の利⽤につい
て，発表する。
種類や性質についての
記述であるか確認する。

・パワーポイント
スライド
・ガンマ線測定器
・放射線源
花こう岩，湯の華，
カリ肥料，塩化カ
リウム
・遮蔽実験装置
プラスチック，鉄，
鉛の板，ものさし
・ロイロノート
・シンキングツー
ル

まとめ
１０分

〇放射線の利⽤をまとめる。

〇地層処分の課題を知る。

〇医療、製造業などと
社会との関連について、
ワークシートの記述か
ら，理解の評価をおこ
なう。
〇原⼦⼒発電と⾼レベ
ル放射性廃棄物の存在，
と処分について触れる。

・地層処分の現在
について説明する
資料

〇4時間⽬ テーマ 放射線について知ろう。 放射線の発⾒ 〇５時間⽬ テーマ 放射線について知ろう。放射線の性質と利⽤



•ゲストティーチャー型 ＮＵＭＯ（原⼦⼒発電環境整備機構）の出前授業
〇６時間⽬
テーマ 原⼦⼒発電を⾏った結果出される⾼レベル放射性廃棄物
の地層処分について知ろう

時間 具体的な学習活動 指導上の留意点 評価内容と
⽅法

導⼊
５分

・放射線のイメージを整理する。
・はかるくんで、理科室内の放射
線を測っているところを⾒る。

・ワークシートに記⼊さ
せる。
・放射線が⾝近な所にあ
ることを⽰す。

展開
①
15
分

・放射線の種類や単位、放射線の
利⽤場⾯や⼈体や農作物に与える
影響について説明を聞く。

・プレゼンテーションソ
フトを利⽤する。

展開
②
20
分

・霧箱の使い⽅について説明を受
ける。
・班ごとに、簡易霧箱を⽤いて放
射線の⾶跡を観察する。
・観察した⾶跡をスケッチで記録
する。
・⾶跡からα線、β線の同定の仕
⽅を学び、観察した放射線が何か
を知る。

・放射線源：ランタンの
マントル
・部屋の空気をしばらく
吸い込んだキッチンペー
パー

まとめ
10
分

・放射線のイメージや放射線の利
⽤について分かったことをまとめ
る。

○【知識・
技能】
ワークシー
ト

放射線について知ろう

[観察] 霧箱で放射線を観察し、性質を知ろう。

〇５時間⽬
テーマ 放射線について知ろう。 放射線の性質と利⽤

時間 具体的な学習活動 指導上の留意点 評価内容と
⽅法

導⼊
5分

・NUMOの職員の紹介を聞く。
・配布物（ワークシート）の確認をする。
・スライドを⼿元で⾒るための端末の準備

・ロイロノートにスライ
ドを読み込み、学習者に
配信する。

展開
①
25
分

・放射線の基礎知識の確認をする。
・⾼レベル放射性廃棄物の基礎的な知識に関
する説明を聞く。
・現在放射性廃棄物が保管されている場所に
ついて説明を聞く。
・⾼レベル放射性廃棄物の処分⽅法について
聞く。
・地層処分の施設や安全性について説明を聞
く。

展開
②
10分

・緩衝材（ベントナイト）の役割について説
明を受ける。
・【実験】実際にベントナイトに⽔を吸わせ、
膨張させる。

・授業者とともに机間指
導を⾏う。

まとめ
10
分

・地層処分の進め⽅について話を説明を聞く。
・科学特性マップから、⾃分の住む地域の特
性を知る。
・地層処分に関する諸外国の状況について説
明を受ける。
・アンケートに答える。

主体的に学習
に取り組む態
度

高レベル放射線廃棄物の地層処分について知ろう

[実験] ベントナイトの性質を実験を通して知る。



中学校第３学年
持続可能な社会の実現のために

社会、技術、総合的な
学習の時間（世⽥⾕区
独⾃教科「⽇本語」も
含む）のカリキュラ
ム・マネジメント

持続可能なエネルギー
について、教科等の特
性を⽣かし多⾯的・多
⾓的に捉える

⾼レベル放射性廃棄物
の処理について理解す
る

持続可能なエネルギーについて課題意識をもつ



・リレー⽅式
教科 単元 ねらい

技術科 エネルギー変換の技
術

発電や蓄電及び送電の技術
のしくみについて、理解す
る。

社会科
さまざまな国際問題
資源・エネルギー問
題

有限である資源・エネル
ギーの抱える課題やその解
決のために経済的・技術的
な協⼒などが⼤切であるこ
とを理解する。

理科 科学技術と⼈間

⼈間は、⽔⼒、⽕⼒、原⼦
⼒などからエネルギーを得
ていることを知るとともに、
エネルギーの有効な利⽤が
⼤切であることを認識する。

教科「⽇本
語」 メディアリテラシー

「核の廃棄物の処理」につ
いて、新聞とインターネッ
トからの情報の理解と共有
において、メリットデメ
リットを知る。

時数 具体的な学習活動
指導上の留意
点・配慮事項・

評価
準備物

５
⾼レベル放射性廃棄物
の処理について理解す
る。

「核のゴミ」に
ついて、発⽣と
現状について理
解できるよう、
資料の説明を⾏
う。

NUMO副読
本

６

ポスター制作 伝えたい内容、
伝わる⽅法を検
討できるよう助
⾔する。

ロイロノート
NUMO副読
本

７

ポスター発表 伝えたい内容が
上⼿に伝わった
か、⾃⼰評価、
他者評価を⾏う。
他者の発表を聞
き、適切に伝
わったかを基準
に検討と改善を
⾏う。

ロイロノート
アンケート

中学校第３学年 連携した教科
〇理科 持続可能な社会の実現のために
テーマ ⾼レベル放射性廃棄物の処分について 伝えよう



総合的な学習の時間を軸としたカリキュラム・マネジメント

学習テーマ 学習の⽬的
持続可能な社会に向けてーSDGs１７の
⽬標を達成するためにー

持続可能な社会に向けて課題意識をも
ち、協働して探究する過程を通して、
課題を⾃分のこととして捉え、解決に
向けて⾃分の考えをもつ

総合的な学習の時間

社会
さまざまな国際問題 資
源・エネルギー問題

理科
科学技術と⼈間

英語
教科書の題材の中でエネル
ギーに関する読み物

図書司書
調べ学習の仕⽅・⽂献の扱い



・総合的な学習の時間「可能な社会に向けてーSDGs１７の⽬標
を達成するためにー」指導計画

めあて
第０時
事前学習

社会「さまざまな国際問題 資
源・エネルギー問題」
理科「科学技術と⼈間」

第１時 １．学習の⽬的を知り、⾒通しを
⽴てる。

第２時 ２．テーマを焦点化する

第３時
（理科の時間
に実施）

３．テーマを決定し、課題解決の
内容を決める

第４時
（社会の時間
に実施）
図書司書

4．課題解決の⽅法を知る
５．課題解決に向けて情報を収集
する

めあて

第５時 ６．課題解決の計画を⽴てる
第６時
ー第８時

７．課題解決に向けて情報を収集す
る

第9時 ８．収集した情報を分析し、解決に
向けてまとめる

第10時 ９．グループ内で発表を⾏い、改善
する。
１０ ．全体の考察、今後の課題を
まとめる

第11時 １１．発表のリハーサルを⾏う
第12時
第13時

１２．学級内で発表する

第14時 １３．クラス代表が発表する。
第15時 １４．これまでの学習を振り返ろう

エネルギー問題で「原⼦⼒発電、放
射線、地層処分について学習」

テーマ例に地層処分を⼊れる

ディスカッションのテーマに地層処
分処分地についてを⼊れる



・総合的な学習の時間「可能な社会に向けてーSDGs１７の⽬標
を達成するためにー」テーマ例

⼤
テー
マ

①⾃然環境 ②エネルギー
問題 ③貧困 ④新しい戦争 ⑤難⺠ ⑥災害 ⑦科学技術

⼩
テー
マ例

・地球温暖化
・世界の⽔問題
・外来種
・絶滅危惧種
・世界⾃然遺産
・環境保全
など

・「資源輸⼊⼤国
⽇本」のこれから
・公害
・世界のエネル
ギー政策
・電気エネルギー
の作り⽅
・再⽣可能エネル
ギー
・化⽯燃料
・原⼦⼒の利⽤
・地層処分
など

・⽇本における貧
困
・南北問題／南南
問題
・後発開発途上国
・⽇本ODA
など

・宗教問題
・地域紛争
・テロリズム
・平和な世界を⽬
指して−国連の取
り組み−
・戦争と科学
・化学兵器
・⽣物兵器
・核兵器
など

・難⺠の発⽣国
と避難先
・ウクライナ問
題
・難⺠問題、各
国の対応は？
など

・東⽇本⼤震災か
らの復興
・気象災害
・地震や⽕⼭の災
害
・防災
・減災
など

・品種改良
・プラスチック
・機能性⾼分⼦
・炭素繊維
・形状記憶合⾦
・新しい素材
・住居・建物
・乗り物
・AI(⼈⼯知能)
・スマートフォン
・半導体
・再⽣医療
・ワクチン開発
・宇宙開発
など

関連
教科

社会、理科
ほか

社会、理科、
英語ほか

社会、理科
ほか

社会、理科
ほか

社会、理科
ほか

社会、理科
ほか

社会、理科
ほか

地層処分



５． 今後の課題
•中学3年の指導計画の精査、改善
•⾼等学校への接続の更なる検討
•他教科との関連「教科横断的カリキュラム」のさ
らなる研究・開発



ご清聴ありがとうござ
いました




